
〔

書

評
・

紹

介
〕

鈴

木
一

男

著

『

初

期

点

本

論

孜
』

に

つ

い

て

『初期点本論��について

鈴
木一
男
氏の
「
初
期
点
本
論
孜」
が 、
昨
春 、
「
桜
楓
社」
か
ら
刊
行
さ

れ
た 。
著
者
が
奈
良
教
育
大
学
を
定
年退
官さ
れ
た
記
念に 、
在
職
中
発
表し

た
論
文・
紹
介・
翻
刻
等
を
組
めて一
書
と
さ
れ
た
もの
で 、
A
五
判 、
本
文

三
八二
頁 、
索
引・
初
出
掲
載
紙一
覧その
他
六
四
頁 、
計
四
四
六
頁の
大
著

で
あ
る 。
所
収
論
文の
内 、
発
表
年
次の
最
も
早い
もの
は 、
昭
和二
九
年
で

あ
る
か
ら 、
ち
?っど

二
五
年に
亘
る
研
究の
集
積
とい
ふ
と
と
に
な
る 。

「
あ
と
が
き」
に
よ
る
と 、
著
者は 、
昭
和二
七・
八
年
頃
か
ら 、
正
倉
院
聖

語
蔵の
古
写
経の
調
査・
複
製
に
従
事
さ
れ 、
大
矢
透・
春日
政
治
両
博
士
以

後 、
ほ
と
ん
ど
誰
も
見るζ
との
で
き
な
かっ
た 、
多くの
平
安
極
初
期
点
本

を
精
査・
解
説
さ
れ 、
そ
れ
が
著
者の
訓
点
語
学の
基
礎
を
な
し
て
を
り 、
本

書に
収
め
ら
れ
た
数々
の
論
文の
テ
!?
も 、
極
初
期の
訓
点に
関
す
る
もの

が
中心
で
あ
る 。
本
蓄に
紹
介
して
頂い
た
よ
うに 、
筆
者
も 、
五
二
年・
五

四
年の
両
度 、
正
倉
院
聖
語
蔵
古
点
本の
調
査に
参
加し 、
そ
の一
部を
拝
観

する
機
会に
恵
ま
れ
た
が 、
定
め
ら
れ
た
閲
覧
時
間の
関
係で 、
僅か
に
かい

間
見た
に
過
ぎ
な
い 。
従っ
て 、
著
者の
研
究の
根
幹
で
あ
り 、
本
書の
論
述

の
基
礎
資
料で
も
あ
る 、
正
倉
院
関
係の
古
点
本につ
い
て 、
筆
者は
ほ
と
ん

ど
知
る
とこ
ろ
が
ない 。
そ
の
や
うな
筆
者
が
本
書の
批
評
を
担当
す
る乙
と

は 、
無
謀
に
等
しい
もの
で
あ
る
が 、
著
者と
は
長い
付
き
合ひ
で 、
著
者の

(書評 ・紹介〕

混
厚
な
人
柄
もよ
く
知っ
て
を
り 、
わ
た
し
が 、
め
く
ら
蛇
に
怖じ
ずの
愉へ

で 、
知
らな
い
の
をい
い
ζ
と
に
失
礼なと
と
を
言っ
た
り 、
見
当
外れのと

と
を
言っ
た
り
して
も 、
著
者は
寛大に
許して
下
さ
る
で
あ
ら
うとい
ふ
甘

え
も
手
伝っ
て 、
編
輯
部の
指
示に
従ひ 、
敢へ
て
批評
を
試
み
させ
て
頂く

こ
と
に
し
た 。

まづ 、
本
書の
目
次
を
挙
げる 。

第一
章
聖
語
蔵
経巻
調
査略
史(9
|臼

頁)

第二
章
正
倉
院
聖
語
蔵
点
本(m
lU

頁)

第三
章
ヲコ
ト

点の
成立
につ
い
て

|上唐楽の文字絡を粉本としたか
||

(柏崎
|伺

頁)

点
本の
原
初
形態
と
その
補
読の
実
字
点につ
い
て(日
l田

真)

平
安
極
初
期
点
本
所
見の
虚
字
雑
考(卯
l関)

初
期
点
本
所
見の
呼
格
表示の
助
詞
「と」
につ
い
て
(叩
lm

頁)平
安
極
初
期
点
本
所
見の
語
法
11
5動詞ずき・
ずつ・べらなり 、

連体格乙れの」
用例補選
||(山
lm

頁)

金
剛
般
若
経
讃
述
巻
下
嘉
祥
点
続詔
(m
lM

頁)

返
読
字の
成立
につ
い
て
(凶
1m

頁)

第
四
章

第五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

大

併

治

坪
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初
期
点
本の
連
文
訓
と
古事
記
冒
頭
「
天
地
初
発
之
時」
の
読

み
につ
い
て
(m
lm

頁)

上
代
人の
正
字
意
識につ
い
て
付
葛
葉
集か
万
葉
集か
(加

-m
頁)

「っ・
ツ」
の
字
源
を
め
ぐ
る
問
題
につ
い
て
(m
l加

頁)

国
語
史
料と
し
て
の
藤
原・
平
城
両
宮
跡
出
土の
木
簡
雑
考

(鮒
|加

頁)

奈
良
時
代の
年
号
「
天
平」
の
読
み
か
た
試
論
(m
lm

頁)

「鑑
真
和
上」
の
呼
称
に
つ
い
て

14喜語の
清濁小拾
ll(別

-m
頁)

第
二ハ
章
平
城
京の
よ
み
か
た
を
めぐっ
て
(捌
lm

頁)

第一
七
章
聖
語
蔵
願
経四
分
律
巻
四
十
六
破
僧
縫
度
古
点(捌
lm

頁)

第一
八
章
聖
語
蔵
願
経四
分
律
巻
四
十
六
破
僧
鍵
度
古
点(捌
|抑

頁)

第一
九
章
興
福
寺
本
往
生
要
集(捌
|制

頁)

右の
目
次
を一
見して
知
られ
る
や
うに 、
本
書は
「
初
期
点
本
論
孜」
と

称
す
る
もの
の 、
そ
の
内
容は
甚だ
広
汎に
亘っ
て
ゐ
て 、
著
者の
研
究
領
域

の
広
さ
を
示
して
ゐ
る 。
ただ
し 、
今は 、
筆
者の
力
不
足と
紙
幅の
都
合
と

か
ら 、
初
期
訓
点に
関
す
る
もの 、
第二
t

第一
O
章
と
第一
二
章
との一
O

篇に
限っ
て
述べ
ると
と
を
許
さ
れ
た
い 。

第二
章
は 、
まづ 、
「
正
倉
院
聖
語
蔵
点
本
目
録」
と
し
て 、
正
倉
院
襲
蔵

の
古
経巻
七
八三
点 、
四
九
六
O巻
中 、
訓
読
さ
れ
た
もの
を一
一
類に
分
類

し 、
そ
れの
書
目
と
巻
数 、
識
語 、
ヲコ
ト

点の
系
統
等
を
示
し 、
と
れ
につ

い
て
の
研
究
文
献を
挙
げ 、
次い
で 、
「
点
本と
そ
の
成立」
と
し
て 、
そ
れ

らの
点
本を
中
心
に
初
期
訓
点の
概
要
を
説
明し
た
もの
で
ある 。
今
後 、
正

倉
院
関
係の
点
本を
研
究
す
る
人々
に
とっ
て 、
好
個の
手
引
と
な
る
で
あ
ら

第一
♀一阜

第
二
章

第一
二
章

第一
三
章

第一
回
章

第一
五
章

-
つ
。第三

章
は 、
ヲコ
ト

点の
成立
に
関
する
従
来の
諸
説
を
紹
介
し
た
後 、

「
ヲコ
ト

点の
発
生
を
自
然に
案
出
さ
れ
た
符
号と
み
る
に
は 、
ヲコ
ト

点
の

体
系
が
余
りに
精
巧
すぎ
る」
と
し 、
「
何
ら
か
の
粉
本・
先
殴
と
なっ
た
も

の
が
存
在し
たの
で
は
ない
か」
と
考へ 、
そ
の
先艇
を
唐
楽の
文
字
詰に
求

め
よ
うと
し
た
もの
で 、
「カ
ナ
と
併
用
さ
れ 、
カ
ナ
の
用
途の一
部を
担当

する
ヲコ
ト

点
が
文
字
譜
を
そ
の
紛
本と
して
成立
し
た
もの
と
す
る
と 、
従

来 、
カ
タ
カ
ナ・
ヲコ
ト

点の
起
源を
そ
れ
ぞ
れ
別々
に
採ろ
うと
して
い
た

二
元
論
的
態
度を
捨て
て 、
と
もに
唐
楽の
文
字譜
か
らヒ
ン
ト
を
得て 、
し

か
も 、
全
く同
じ
訓
点
書き
入れ
用
と
して
発
生し
た
とい
う乙
と
に
な
り 、

すっ
き
り
し
た
説
明
がで
き
る
よ
うに
な
る
よ
と
結ん
で
ある 。
ま
乙
と
に

面
白い
見
方
で
ある
が 、
論
拠と
なっ
た
楽
譜の
点
が
どの
や
うな
もの
かの

説
明
が
簡
単
過
ぎて 、
現
物を
見て
ゐ
ない
読
者に
は
理
解
し
が
た
く 、
賛
成

も反
対
も
で
き
ない
の
で
は
ない
だ
ら
う
か 。
な
ほ 、
ヲコ
ト

点の
特
質を 、

形
態
と
機
能
と
に
留
意
し
て 、
一
0
項
目
に
亘っ
て
説
明して
あ
るの
は 、
便

利な
整理
で
ある
が 、
中に
は
補
足を
必
要と
する
もの
も
あ
る
や
う
で
あ

る 。
拙
稿
「
仮
名と
ヲコ
ト

点との
交渉」
(「国
語
国
文」
二
七
ノ
ニ
を
合

せ
て
読ん
で
頂
けれ
ば
幸ひ
で
ある 。

第
四
章
は 、
奈
良末
期か
ら
平
安極
初
期の
資
料
を 、
「マ
ナ
本
位の
傍
訓

や
助詞
を
持つ
もの」
と 、
「
星
点だ
けの
ヲコ
ト

点を
持
つ
も
の」
と
の
二

種に
分
類して
そ
の
書
目
を
示
し 、
そ
れ
らの
資
料を
通
し
て 、
古
点
本の
原

初
形
態
を
明
か
に
すべ
く 、
まづ 、
表記
法を 、
句
読
法・
返
点・
連
濁
記
号

音
読
記
号・
実
字・
ヲコ
ト

点
等につ
い
て
説
明
し 、
次い
で
訓
説
法を
虚
字

につ
い
て
述べ
た
もの
で
ある 。
長
年に
亘っ
て
正
倉
院
古
点
本の
研
究
を
続

けて
来
ら
れ
た
著
者の 、
ま
さ
に
独
撞
場と
もい
ふべ
き
論
考
で
ある 。
筆
者
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は 、
ただ
教へ
ら
れ
る
だ
け
で 、
批
評
する
資
格な
ぞ
全
くな
い
が 、
強ひ
て

破
産
を
拾へ
ば 、
「
音
読
符
号」
の
項で 、
「
春日
博
士
は 、
成
実論
天
長
点の

星
点で 、
中
央ヲコ
ト

点ノ
の
右
や
や
上の
星
点を
訓 、
左や
や
上の
星
点を

音
を
示
す
符
号で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が 、
長
期
間
成
実論
天
長
点の-調

査に
従
事
し
た
筆
者に
は 、
と
の
区
別
が
判
然
と
し
て
い
な
い
よ
と
し
て 、

成
実論
天
長
点の
ヲコ
ト

点につ
い
て 、
音
・
訓
を
示
す二つ
の
星
点を
認
め

な
い
や
う
な
発
言
が
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
不
審
で
ある 。
乙
の
両
星
点は 、
成
実

論
天
長
点の
み
で
な
く 、
乙
れ
と
同
系の
ヲコ
ト

点を
持つ
初
期
古
点
本
||

山
田
本
妙
法蓮
華
経
古
点・
飯
室
切
金
光
明
最
勝
王
経
注
釈
古
点・
大
東
急
記

念
文
庫
本
大
乗
広
百
論
釈
論
承
和
点
等に
も
用
ゐ
ら
れて
ゐ
て 、
格
別
珍
し
い

もの
で
は
な
い 。
例へ
ば 、
昨
秋の
調
査で
見ると
との
で
き
た
正
倉
院
本
成

実論
天
長
点
巻一
四で
い
ふ
と 、

(も)(音)

(も)(音)

生レ(し)
て

疑
を

為し
生
治か
邪、
為し
熟
繕か
邪
と
す 。

(
2一
幻
l

M)

(
釧)

(
かつ)

以ニての
院
当(に)
元-(なる)を
故に 、
都て
王ニ(くある)ベし・
と
所
得→

(5一9)

お
も

以三ての
苦
楽するをは
縫レ(も)
過なりと 、
猶(し)
有ニ(る)を
想ひを
我とする

(
訓)

心-
故に(6一日)

「
生
・
熟」
に
音
を
表は
すヲコ
ト

点が 、
「
我」
に
訓
を
表
は
す
ヲ
コ
ト

点

が 、
「
想」
に
は
訓
と
オモ
ヒ
と
ヲ
と
を
表
は
す三つ
の
ヲコ
ト

点が
施
さ
れ

て
ゐ
る 。
著
者の
訳
文
「
聖
語
蔵
御
本
成
実論
巻
十
四
天
長五
年
点」
(「奈
良

学
芸
大
学
紀
要」
一
Oノ
二)
に
は 、
「
生・
熟
・
我
・
想」
い
づ
れ
に
も
音

・
訓の
注
記
が
な
い
し 、
音・
訓の
ヲコ
ト

点を
確
認
さ
れ
な
かっ
た
た
めに

生
じ
た
誤
読
も
あ
る
や
うで
あ
る 。
例へ
ば 、
同
じ
訳
文に 、

是の
三
受の
中に
三
の
煩
悩
し
使
あ
り 。
(一
八
三
頁三
O
行)

〔舎評・紹介〕

とい
ふ
箇
所
が
あ
る
が 、
「
煩
悩」
と
「
使」
との
間に
「
し」
が
入っ
て 、
文

意
不
明に
なっ
て
ゐ
る 。
原
典を
見る
と 、
「
悩」
に
は
音を
示
す
ヲ
コ
ト

点

が
あ
り 、
「
煩
悩
使」
は
そ
の
ま
ま
音
読
し
て
ゐ
るの
で
ある 。
「悩」
に
施
さ

れ
た耳目の
ヲコ
ト

点をシ
の
ヲコ
ト

点と
誤
認
さ
れ
た
た
めに
生
じ
た
誤
読で

は
ない
か 。
次に 、
持
人
菩
薩
経
古
点と
金
光
明
古
点につ
い
て 、
ヲコ
ト

点

の
茄
芽
と
恩
は
れ
る
記
号の
幾っ
か
を
紹
介
し
た
あ
と 、
「
右の
よ
う
な
ヲ
コ

ト
点と
も
符
号と
も思
え
る
よ
うな
組
雑な
もの
か
ら 、
次
第に
万
葉
仮
名の

符
号
化
が
生
じ」
と
あ
る
の
は 、
文
意
不
明 。
また 、
華
厳
経
古
点の
実
字に

「
於」
の
補
入が
目
立つ
と
し
て
挙げ
ら
れ
た
例
は 、
い
づ
れ
もニ
ア
リテ
で

は
な
く 、
ニ
オ
キ
テ
と
読
むべ
き
で
あ
ら
う 。
次に 、
虚
字が
他の
語
を
伴っ

て
速
諾
さ
れ
る
と
き 、
音
読
さ
れ
ると
と
が
あっ
た
と
して 、
雑
集
論
古
点か

ら
「
不
|

能
・
未
|

種
・
応
l

作・
雌
l信」

の 、
華
厳
経
古
点か
ら
「
応
l

学」
の 、
金
剛
般
若
経
讃
述
巻
下
嘉
祥
点か
ら
「
応
|知」

の 、+必
努
尼
耽
奈

耶
巻
十
古
点か
ら
「
応
可」
の 、
羅
摩
伽
経
古
点か
ら
「
即
|

便」
の
例
が
引

用
さ
れて
ゐ
る
が 、
ζ
れ
らの
例
は 、
本
当に忠回
読
さ
れ
たの
で
あ
ら
うか 。

本
書は 、
連
続
符を
持つ
もの
と
持た
ない
もの
を
並べ
て
例
示
し 、
連
続
符

を
持つ
もの
は 、
持た
な
い
もの
と
は
異っ
た
読
み
方を
示
し
て
ゐ
る
は
ず
だ

か
ら 、
音
読
さ
れ
た
と
解
すべ
きで
あ
る
と
し
て
ゐ
る 。
筆
者は 、
原
典を
見

て
ゐ
ない
し 、
こ
れ
らの
点
本で
連
続
符が
どの
や
うに
用
ゐ
ら
れて
ゐ
る
か

知
ら
ない
か
ら 、
確か
なと
と
は
わ
か
ら
ない
が 、
少
くと
も 、
本
書に
引
用

さ
れ
た
例につ
い
て
いへ
ば 、
連
続
符を
持つ
もの
も 、
持た
な
い
もの
と
同

様 、
訓
読
し
て
差
支へ
の
な
い
もの
で
あ
る 。
例
へ
ば 、
「
未
|

能
154」
は

「
及プコ
ト

能ハ
ズ」
と
読
み 、
「
未
|

種差口
根」
は
「
善
根
ヲ
種エ
ズ」
と
読

み 、
「
応
|

作
四
勾」
は
「
四
句ヲ
作ルベ
シ」
と
読
み 、
「
応
1

学
十
法」
は

「
十
法ヲ
学プベ
シ」
と
読
み 、
「
父
母
歓
喜即
|

便
許
可」
は
「
父
母
歓
喜シ
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テ 、
ス
ナハ
チ
許
可ス」
と
読
む
ζ

と
が
で
き
る
し 、
ま
た 、
さ
う
読
む
他
読

み
や
うが
な
い 。
音
読
説に
従へ
ば 、
いっ
た
い
ど
う
読ん
だ
と
い
ふ
の
で
あ

ら
う 。
「
為
応
|

知
中
証
故
安立
見」
を
「〔
為〕
応
知の
中の
証せ
む
と
し
て

故に
見
を
安立
す」
と
読
ま
れ
て
ゐ
る
が 、
乙
れ
で
は
文
意
不
遇
で
あ
る 。
初

期
点
本に
用
ゐ
ら
れ
た
連
続
符は 、
た
だ
「
切
り
離
して
読
ま
な
い」
とい
ふ

だ
けの乙
と
で
あっ
て 、
常に
音
読
する
と
は
決
まっ
て
ゐ
な
い
の
で
は
な
い

か 。
筆
者の
ノ
l
ト
か
ら
例
を
拾ふ
と 、

ヲ
反

余の
比
丘
見て
悪
|
践す之
。

(小
川
本
願
経
四
分
律
古
点

4一m
l
日)

化
仁
反

六
群(の)
比
丘
持ニ(ち)て
絹
|
布-を
作ニレり
革
|
履の
帯-に(
同
6一時)

でつ)ツ

有ニ(り)て
木
|
師の
出
|
家の
比
丘
二
蓄エして
皮
嚢-
を
盛ニ(り)タリ
作
|

ハ
(
物)

器-
を 。
(
同
日
T
|2)

タレ

北九三Kしてヵ

阿川雄-と
分(か)タム・
といふ 。
(
向
立η)

世
尊
転ニ(し)

刻刻削て
於
法
|
輪-
を 、
(
守
屋
本
妙
法
蓮
華
経
古
点

(と)き

浬
|

繋
の

時
到(り)
ぬ。
(
同
6一
日)

(たと)

ナ

阪ハ肢ヒ
有る
人い
磨(り)て
以て
為レ(し)て
墨と 、
(
同
1一日
|2
T)

イ
ザ

汝
等
去
|
来 、
宝
1
処は
在レ(り)
近
E
E o
(
同
7一お)

「
悪
|

賎・
絹
1

布・
法
l

翰・
浬
|

契」
は
音
読
し
たの
に
相
違
な
く 、
「
作

|
器
・

何
|

誰
・

仮
|

使・
去l
来
」

は
訓
読
し
たζ
との
確
実
な
例
で
あ

ヲ@ 。

5一辺)

第
五
章
は 、
極
初
期
点
本に
用
ゐ
ら
れ
た
虚
字
と
し

て 、
「
永
・

於
・

縦
・

仮
設
・

自
・

能・
勝
・

善
能
・

須
・

当」
等
を
取
り
上
げ 、
そ
の
訓
法につ
い

て
述べ
た
もの
で
あ
る 。
「
於」
に
つ
い
て 、
願
経
四
分
律巻
四
十二
古
点か

ら
次の
例
を
挙げ 、

比
丘ぃ
若(し)
慈
心もて
於ニクときに
彼の
八の
竜
王の
蛇-K
者 、
不ニ
為に
餐

殺-セ一フレ 。
若(し)
比の
比
丘ぃ
慈
心あり(て)
於-
3一
切
衆
生-のに
者 、
不下ア

Fフ7シ
為ニに
彼の
蛇-の
所中
盤
殺よ 。

の
二つ
の
「
於」
に
は 、
従
来
知
ら
れて
ゐ
る
どの
訓
も
適
用で
き
な
い
と
あ

る
が 、
上の
「
於」
は 、
著
者が一
不
さ
れ
た
類
爽
名
義
抄
所
収の
訓に
あ
る
オ

ク
を
当て
は
めるこ
と
が
で
き
る 。
下の
「
於」
は 、
こ
の
ま
まで
は
読
み
や

うが
な
い 。
「
於」
に
施
さ
れたセ
の
仮
名 、
「
生」
に
施
さ
れ
たノ・
ニ
の
ヲ

コ
ト

点は
確か
なの
で
あ
ら
うか 。
「
仮設
」

に

つ
い
て 、
金
剛
般
若経
賛述

嘉
祥
点
か
ら
次の
例
を
挙げ 、

日に
以ユて
三
時-
を
捨レするコトは
身を
者 、

阪ハ肢トシテ
有
二ら)ムトいふ

ぞ
斯クするコト
也。

「
仮
|設」

を品回
読
し
た
もの
と
見て
ゐ
ら
れ
る 。
乙
れ
は
前
章で
述
べ
ら
れ

た
虚
字の
音
読
説に
繋
る
もの
で
ある
が 、
「
仮
設
トシ
テ」
に
よ
く

似
た
形

の
「
仮
令トシ
テ
」

の
例
が 、
三
代
実
録の
告
文に
見え
る 。

川崎町は
夷
停乃
逆
謀
叛
乱
之
事

百
姓乃
深
憂止毛
可
在
諜
皆
悉
未
然

之
外蔽払
却
鎖
滅
之
賜天
(
貞
観一
一
年二
月ノ
条)

ζ
れ
は
「
仮
令」
を
名
詞
に
し
て
タ
トヒ

(また
は
タ
トへ)
と
読ん
だ
もの

と
恩
は
れ
る
が 、
嘉
祥
点の
「
仮
設」
も
同
様に
は
考へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う

か 。
「
自」
につ
い
て
示
さ
れた
願
経
四
分
律
巻
三
十
六
古
点
の
「ワ
ザ
卜」

の
訓
は
面
白い 。
文脈
か
ら
する
と 、
「
自
分ノ
方カ
ラ」
の
意
味
で
あ
る 。

「
当」
につ
い
て 、
「
当」
が
「
常」
と
交用
さ
れ
る
と
と
が
あ
る
と
し
て 、
成

笑
論
巻
十一
天
長
点か
ら
「
我
先
有
苦 、
今
苦 、
当
苦」
(我
先に
苦
有
り 、

今
も
苦
な
り 、
当
も
苦な
るべ
し)
の
例
を
引
き 、
「乙
の
当
字
は品川
の
窓
に

近い
と
い
え
よ
う 。」
と
あ
るの
は 、
著
者の
誤
解で
あ
ら
う 。
仏
典
で
用
ゐ
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ら
れ
る
「
先・
今・
当」
は 、
「巳・
今・
当」
と
もい
ひ 、
「
過
去・
現
在・

未
来」
の
意
味で
あ
る 。
従っ
て 、
訓
読
す
る
場
合に 、
乙
れ
らに
続
く
活
用

語
は 、
「
先・
巳・
過
去」
の
後は
過
去
形に 、
「
今・
現
在」
の
後は
現
在
形

κ 、
「
当・
未
来」
の
後は
未
来
形に
読
む
の
が
原
則で
あ
る 。
例へ
ば 、

崎怯・

除陳・

同住の
諸
仏 、
但に
陣(きたまひ)てキ 、
出に
胤(きたまふ)ベ

シ 、
今も
説(きたま)
7。

(
石
山
寺
本
華
厳
経
初
期
点
二
三
8一
m

l
u)

床陳
・
現
在
の一
切
の
諸
仏は 、
己に
説(きたまひ)てキ 、
当にも
説(きたま

は)

ム、
現にも
説(きたま)
7。
(
間

四
0

5一日
)

有ニ(
り)
て

無
数
の

身「

巳
に
も

滅
シ 、

今
モ

滅
シ 、

当
に
モ

減
す
ベ
シ 。

(
同

三
六

8一
3
1
4
)

と
れ
につ
い
て
は 、
かつ
て
述べ
たζ
と
が
あ
る
(「説
話
の
絞述
形
式
と
し

て
見た
助
動
詞キ・
ケ
リ
ll訓点資料を中心に
||」 、

「国
語
学」
一
一
一) 。

本
蓄に
引
用
さ
れ
た
成
実論
天
長
点の
例
は 、
「
今・
当」
の
読
み
方は
原
則

に
合っ
て
ゐ
る
が 、
「
先」
に
続
く
「
有
り」
に
は
キ
が
な
い 。
著
者
が
見
落

さ
れ
た
と
い
ふ乙
と
は
ない
で
あ
ら
うか 。

第
六
章
は 、
初
期
点
本に
見
え
る
呼
掛の
助
詞
「と」
につ
い
て
述べ
た
も

の
で 、
筆
者の
書い
た
もの
が
直
接
批
判の
対
象と
なっ
て
ゐ
る 。
筆
者は 、

初
期
点
本に 、
会
話の
中
で 、
相
手を
呼
掛
ける
場
合 、
一
定の
記
号
が
用ゐ

ら
れ
て
ゐ
ると
と 、
そ
し
て 、
そ
れ
が
格
助
詞ト
に
相
当
する
ヲコ
ト

点で
あ

ると
と
に
気
付
き 、
ト
の
ヲコ
ト

点を
呼
掛の
記
号に
転
用
し
た
も
の
と
考

へ 、
そ
れ
につ
い
て
述べ
た
こ
と
が
あ
る
(「小
川
本
願経
四
分
徐
古
点」 、

「訓
点
語
と
訓
点
資
料」
別
刊
こ 。
乙
れに
対して 、
著
者は 、
と
れ
は
呼
掛

の
記
号で
は
な
くて 、
そ
の
ま
ま
ト
と
読ん
で 、
呼
掛に
用
ゐ
る一
一樫の
終
助

詞
と
見るべ
き
で
あ
る
との
新
説を
提
唱
さ
れ
た 。
著
者
が乙
の
や
うに
考へ

ら
れ
た
理
由は 、
ω
西
墓
点以
外の
系
統の
点
本に
も 、
呼
掛の
記
号を
用
ゐ

〔書評・紹介〕

た
もの
が
あ
る 。
ωそのいづ
れ
もト
と
読むべ
き
ヲコ
ト

点で
あ
る 。
ωヲ

コ
ト

点の
他 、
仮
名で
卜

を
示
し
た
もの
が
ある
と 、
い
ふ
の
で
あ
る 。
そ
し

て 、
著
者は 、
さ
らにと
の
推
定を
裏づ
ける
た
めに 、
上
代の
文
献に
そ
の

用
例
を
求
め
よ
うと
さ
れ
た 。
乙
れにつ
い
て 、
現
在の
筆
者は
次の
や
うに

考へ
て
ゐ
る 。

-
西
墓
点以
外の
系
統の
古
点
本に
も 、
呼
掛の
記
号を
用
ゐ
る
もの
が

あ
るこ
と
は 、
本
書に
指
摘さ
れ
た
通
りで 、
筆
者もその
後
集めた
用

例に
よっ
て
確
認
して
ゐ
る 。

2
呼
掛に
用
ゐ
られる
記
号の
すべ
て
が 、
ト
の
ヲコ
ト

点と一
致して

ゐ
る乙
と
は
事
実で
あ
る 。
筆
者
が
考へ
た
や
うに 、
と
れ
がト
で
な
く

て
呼
掛の
記
号と
す
れ
ば 、
なぜ
他の
ヲコ
ト

点
が
用
ゐ
ら
れ
ない
で
ト

の
ヲコ
ト

点
だ
け
が
用
ゐ
ら
れたの
か 、
その
理
由が
説
明さ
れ
な
けれ

ば
な
らな
い 。
し
か
し 、
筆
者に
は 、
ま
だ
そ
の
説
明
が
つ
い
て
ゐ
な

3
呼
掛に
は 、
ヲコ
ト

点
だ
けで
な
く 、
仮
名の
ト
を
用
ゐ
る乙
と
が
あ

る 。
乙
れ
は 、
本
書に
指
摘さ
れ
た
通
りで
あ
り 、
筆
者もその
後
集め

た
用
例に
よっ
て
確
認
して
ゐ
る 。
仮
名
で
普か
れ
た
もの
は
ト
と
読
む

よ
り
他ない
か
ら 、
ヲコ
ト

点を
用
ゐ
た
もの
も 、
本
書の
や
うに
ト
と

読む
方が
自
然で
あ
ら
う 。

4
た
だ
し 、
ト
の
ヲコ
ト

点・
仮
名の
いづ
れ
と
も途ふ
特殊
な
記
号を

用
ゐ
た
点
本 、
例へ
ば 、
地
蔵
十
輪
経
元
慶
点の
や
うな
場
合に
も 、
同

様に
ト
と
読ん
で
よ
い
か
ど
うか
疑
問で
あ
る 。

5
すべ
て
を
ト
と
読
む
に
して
も 、
その
ト
が
何で
あ
る
か 、
ま
だ
よ
く

わ
か
ら
ない 。
呼
掛に
ト
を
添へ
る乙
と
は 、
平
安
時
代の
他の
文
献に

全
く
見
ら
れ
ず 、
訓
点
語
だ
けの
孤
立
し
た
用
法だ
か
ら
で
ある 。
本
金田
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は 、
上
代に
そ
の
用
例
を
求
め
よ
うと
し
た
が 、
本
蓄に
指
摘さ
れ
た
も

の
は
不
確
実で 、
説
得
力に
欠
けて
ゐ
る 。

要
す
る
に 、
問
題は
ま
だ
解
決して
ゐ
ない
や
うに
恩
は
れ
る 。

第
七
章
は 、
経
初
期点
本に
お
ける
語
法を 、
ズ
キ・
ズ
ツ・
ベ
ラ
ナ
リ 、

連
体
格コ
レ
ノ
等
につ
い
て
述べ
た
もの
で
あ
る 。
ズ
キ
は 、
ズ
ア
リ
キ
の
省

記
で
は
な
くて 、
その
ま
まズ
キ
と
読むべ
き
で 、
否
定の
助
動
詞ズ
の
連
用

形に
過
去の
助
動
詞
が
付い
た
もの
と
し 、
奈
良
県
山辺
郡
山
添
村の
方
言に

ン
ズ
キ
の
あ
るζ
と
を
紹
介
する 。
ズ
ツ
も 、
ズ
ア
リツ
の
省
記
で
は
な
く

て 、
その
ま
まズ
ツ
と
読むべ
き
で 、
ズ
は
同
じ
く
否
定の
助
動
詞ズ
の
連
用

形 、
ツ
は
完
了の
助
動
詞
と
す
る 。
前
者は
初
期
点
本に
比
較
的
多い
が 、
後

者は
極
めて
珍
しい
もの
で 、
正
倉
院
本
唐
経
四
分
律
古
点 、
向
羅
摩
伽
経
古

点
等
か
ら
そ
の
例が
引
か
れ
て
ゐ
る 。
ベ
ラ
ナ
リ
は 、
平
安
時
代の
和
歌に
は

多
く 、
古
点
本で
は
滅
多に
見
ら
れ
ない
もの
で
あ
る
が 、
正
倉
院
本
願
経
四

分
律
古
点か
ら二
例
引
か
れ
て
ゐ
る 。
連
休
格のコ
レ
ノ
は 、
平
安
時
代の
古

点
本で
は
余
り
用
ゐ
ら
れ
ない
もの
で
あ
る
が 、
西
大
寺
本金
光
明
最
勝
王
経

古
点 、
正
倉
院
本
唐
経
四
分
律
古
点・
飯
室
切
金
明
最
勝
王
経
註
釈
古
点
等
か

ら 、
か
な
り
多
くの
例
が
引
か
れ
て
ゐ
る 。

第
八
章
は 、
正
倉
院
本金
剛
般
若
経
讃
述
嘉
祥
点につ
い
て
詳
細
な
紹
介
を

試
み
た
もの
で 、
筆
者の
退
官記
念
国
語
史
論
集に
寄せ
て
い
た
だ
い
た 。

「
続
沼」
と
は 、
春日
政
治
博
士の
「
金
剛
般
若
経
讃
述
嘉
祥
点」
(橋
本
進士口

博
士
還
暦
記
念
「
国
語
学
論
集」
所
収
、

昭
和
一

九・
一

O)

に
続い
て
こ
れ

を
補
訂
する
意
味
で
ある 。
ヲコ
ト

点
図は
大
幅に
訂
正
さ
れ 、
一
一
査三
二

種
が一
二
査四一
種
と
なっ
て
ゐ
る 。
語
法と
し
て
は 、
「
所
言」
を
イハ
ユ

ル 、
「
所
有」
「
有」
を
ア
ラユ
ル・
ア
ラエ
ム
と
読ん
だ
例 、
「
不
得」
を
エ

ズ
キ
と
読ん
だ
例 、
助
動
詞のマ
セパ
に
ナム
で
応じた
例
等
が 、
特
殊
な
渓

字の
訓
法と
し
て
は 、
「
愉」
をゴ
トシ 、
「縦」
をユ
ル
シ
テ 、
「
仮
設」
を

仮
設トシ
テ 、
「
致」
を
ツヒニ 、
「
約」
をニ
オ
イ
テ 、
「
如」
を
イ
マ
と
読

ん
だ
例
等
が 、
補読と
し
て
「
十ニ」
をソヱニ
に
用
ゐ
た
例
が
挙げ
ら
れ
て

ゐ
る 。
拙
稿
「
東
大
寺
本金
剛
般
若
経
讃
述
仁
和
点
(「
東
大
寺
本金
剛
般
若

経
讃
述
仁
和
点
続
四拍
」 、
「
島
大
関
学
記
念
論
文
集
」

昭
和
三
五
・
二)

と
読
み

比べ
て
い
た
だ
けれ
ば
幸ひ
で
ある 。

第
九
章
で
は 、
再読
字に
関
する
小
林
芳
規
博
士の
説を
紹
介
し
た
後 、
小

林
博
士
は 、
再
読
字
成
立の
事
実を
記
述
し
た
だ
け
で 、
「一
字を
副
詞
訓
と

辞の
訓
と
に
別
けて
読
む
再読
字の
本
質的
性
格が
な
ぜ
生
じ
た
か」
とい
ふ

説
明を
欠い
て
ゐ
る
と
し
て 、
そ
の
成
立の
事
情を
考へ 、
再読
字に
な
る
も

の
は 、
「
単
字の
場
合は
訓に
数
訓
ある
も
の
で
も 、
連
文
(熟
語)
の
場
合

は 、
か
な
ら
ず
後
世の
再読
文
字と
同
じ
訓
を
用
ゐ
て 、
ほ
と
ん
ど
例
外
が
見

ら
れ
ず 、
し
か
も 、
か
な
ら
ず
連
文と
し
て
の
用
法が
存
在
する」
とい
ふ
事

実を
指
摘し 、
漢
文で
頻
用
さ
れ
る
連
文
現
象そ
の
もの
に
そ
の
成
立
条
件を

求
め
よ
うと
さ
れ
た 。
す
な
は
ち 、
再読
字は 、
「
当
応・
応
当・
当
宜・
宜

当・
当
須・
宜
応・
応
宜・
宜
須・
応
須・
宜
可・
可
宜・
応
可・
容
可・
将

欲・
欲
将」
の
や
うに 、
連
文
する乙
と
が
多く 、
ζ
れ
らの
連
文
を
逐
語
訳

し
て 、
一
方を
副
詞に一
方を
助
動
詞に
読ん
だ
結
果 、
ニつ
の
訓の
聞に一

定の
呼
応
関
係
が
成
立
し
た 。
再読
字は 、
単
字
もほ
とん
ど
連
文と
同
義
で

あ
る
た
め 、
や
が
て
単
字に
も二
訓の
読み
方を
当て
は
めた 。
そ
れ
も 、
初

めの
間
は 、
助
動詞
は
後の
語に
読み
添へ
て
ゐ
た
が 、
後に
な
る
と 、
元に

返っ
て
同
じ
語
を
助
動詞に
も
読む
や
うに
な
り 、
再読
訓
が
成
立
し
た
と
見

る
の
で
あ
る 。

著
者が 、
再読
字の
成
立
を
考
察
するの
に
漢
文の
速
文
現
象を
持
ち
込
ま

れ
た
の
は 、
ま乙
と
に
巧
妙な
説
明で
ある 。
連
文の一
方を
副
詞に一
方を
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助
動詞に
読ん
だ
と
と
が 、
再
読
字の
成
立
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と

は 、
恐
ら
く
確
実で
あ
ら
う 。
筆
者は 、
かつ
て
「
知」
を
タ
トヘ

パ
Ill .コ

トシ
と
再
読
す
る
訓
法の
存
在を
指
摘し 、
そ
の
成
立の
過
程を
推
定
し
た
際

に 、
連
文とい
ふ
名
称は
用
ゐ
な
かっ
た
が 、
そ
れ
と
同
じ
や
う
な
考へ
方を

し
た乙
と
が
あ
る 、
す
な
は
ち 、
「
警
如」
を
タ
トヘ

パ
llゴ
ト
シ
と
読
む

読
み
方が
習
慣
化
し 、
「
醤」
を
欠
く
場
合で
も 、
「
誓
如」
に
近い
意
味
を
表

は
す
「
如」
に
対し
て
は 、
同
じ
読
み
方を
する
や
うに
なっ
た
結
果で
あ
ら

う
と
見た
(「『如』
の
訓二
つ」 、
「訓
点
語と
訓
点
資
料」
二ニ) 。
「
如」
を

タ
トヘ

パ
||ゴ
トシ
と
再
読
すると
と
は 、
後
世に
は
伝へ
ら
れ
な
かっ
た

が 、
平
安
時
代の
点
本で 、
初
期か
ら
中
期に
か
けて
行
は
れ
て
ゐ
た乙
と
は

事
実で
あ
り 、
「
如」
を
再
読
字を
認
め
る
と 、
再
度
字の
成
立
は
平
安
初
期

に
始
ま
る乙
と
に
なっ
て 、
小
林・
鈴
木
両
氏の
説は
訂
正
を
要
す
る乙
と
に

な
る 。如下
伐)ば
以ニて
精
進の
力-を
能く
尽ゆすが
海
源
底上を 、
智
力も
亦
如レ(き)

な
り

是(の) 。
(
石
山
寺
本
華
厳
経
初
期
点
二
三

3一
幻)

タ
ダ
ヒ
&F

F

F

諮問
男
子 、
知
人同)ぱ
利き
剣の
輸の
縫一
タピ
投ゲ
官クに 、
能(く)
抑制-
Vて
怨

敵の
首
及
支
節-
を
令
ま
元ユ(から)しむるが
勢
用(
菩
薩
摩
詞
薩も
亦
復(た)
如レ

(し)
是(の) ・
(
東
大
寺
本
地
蔵
十
輸
経
元
皮
点
八

2一
幻
l

n)

伽レ
一ヘ)

ぱ
言エ
フ
が

色
・
声
・
呑・
味
・
触(との)
等-

〈
相官は 、
(
東
大
寺
本

金
剛
般
若
経
讃
述
仁
和
点

部一
2
1
3)

出ニ
ペ

冠
水
界
と

金
と

空-
との

浄
な
る
が

故に
(
石
山
寺
本
弁
中
辺
論
延
長
点

上
5一日
lu)

次に 、
「
猶
如」
と
「
嘗
如」
と
は 、
極
めて
近い
内
容を
持つ
語
で
あ
る

に
も
拘
ら
ず 、
「
猶」
は
再
読
字に
なっ
た
が 、
「
昏」
が
再
読さ
れ
ない
の
は

「
猶」
は
「
猶
如」
と
同
義に
使
用
さ
れ
て
ゐ
るの
に 、
「
誓」
は
「
替
如」
と

〔書評・紹介〕

用
法
が
会
同
で
ない
た
めで
あ
り 、
そ
れ
は 、
「
醤
如」
が
連
文と
し
て
使
用

さ
れ
な
かっ
た
か
らで
あ
ら
うと
あ
る 。
前
述
し
た
や
う
に 、
「
醤
如」
を
タ

トヘ
パ
lle -コ
ト
シ
と
読ん
だ
とζ
ろ
か
ら 、
「
如」
を
タ
ト
ヘ
パ
||ゴ
ト

シ
と
読む
一再
読
字
が
派
生
した
が 、
「
響」
の
方は 、
本
書に
言ふ
や
う
に 、

タ
トヘ

パ
|11 eコ
トシ
と
再
読さ
れ
る乙
と
は
ほ
とん
ど
な
か
っ
た 。
し
か

し 、
全
く
再
読さ
れ
な
かっ
た
わ
けで
は
な
く 、
ま
れ
に
は
再
読さ
れ
たと
と

も
あっ
た
ら
し
く 、
次の
や
うな
例
が
ある 。

誓三
(川)

ば
人
王
之
内
苑
を

MV-
た
りとい
ふガ

天
帝の
どノ
喜
国
王 、
(
高
山
寺

本
弥
勅
上
生
経
賛
初
期
点(
朱)

3一
日
l

M)

次に 、
「
宜」
は 、
ヨロ
シ
ク
||ベ
シ
と
再
読さ
れ
る
文
字で
あ
る
が 、

平
安
初
期に
は 、
シ
を
送っ
て
ウベ
シ
(また
はムベ
ジ)
と
読
ませ
た
ら
し

い
例
し
か
ない 。
「
宜
当・
宜
応」
と
連
文
する
場
合
も
同
様で 、
「
宜」
に
シ

を
送っ
て
ウベ
シ
と
読
み 、
「
当・
応」
をベ
シ
と
読ん
で
ゐ
る 。
従っ
て 、

著
者の
連
文
説か
ら
す
れ
ば 、
「
玄」
はヨロ
シ
ク
llhベ
シ
と
再
読さ
れ
る

前に 、
まづ
ウベ
シ
||ベ
ジ
と
再
読さ
れ
るべ
き
で
あっ
た 。
本
書はと
の

点につ
い
て
全
く触
れ
て
ゐ
ない
が 、
実
際に
「
宜」
を
ウベ
シ
||ベ
シ
と

再
読し
た
と
見
ら
れ
る
例
が
あ
る 。

恒

ん
シ
山崎ニ
ル

高
帝の
臨
→

(
東
北
大
学
本
史
記
孝
文
本
紀
延
久
点
複
製
本

6
)
 国三

仰
シ
各(
の)
郎一
還
ス
本
寺-
ニ
。

(
興
福
寺
本
三
蔵
一法
師
伝
承
徳
点
一

0

7一
却
)

恒三
仰
シ
:
:
:
荘ユ
厳
ス
正
見
ヲ。
(
同

七

日一
6
)

「
宣」
をヨロ
シ
ク
||ベ
シ
と
再
読し
た
例
は 、
加
点
年
代
明
白な
資
料

で
は 、
石
山
寺
本
法
務十
義
琉
長
保
四
年
点に
始
まる
か
ら 、
年
代
的
に
言
へ

ば 、
ウベ
シ
||ベ
シ
の
方が
後か
ら
現は
れ
た乙
とに
な
る
が 、
本
書の
連
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文
論の
立
場か
ら
す
れ
ば 、
当
然
取
り
上
げ
ら
るべ
き
も
の
で
あ
ら
う 。
な

ほ 、
「
筆
者の
調
査
で
は
『{且』
字の
単
独
例
が
初
期に
は
な
い
の
で」
と
言

ひ 、
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点の
「
宜
し
共に
推
求せ
む」
の
「
宜」

は 、
「
当・
応」
の
や
う
な
再
読
字と
は
異
る
用
法で
あ
る
と
し
て
ゐ
ら
れ
る

の
は
不
審で
あ
る 。
「
宜」
を
単
独に
用
ゐ
て 、
乙
れに
シ
を
送っ
た
例
は 、

初
期点
本に
い
く
ら
も
あ
り 、
下の
語に
はベ
シ
を
添へ
るこ
と
が
多
く 、
活

用
形の
命
令
形で
結ぶこ
と
も
あ
る 。

宜
し

知(
し)
メ
セ。

(
小
川
本
願
経
四
分
律
初
期
点
甲

2一
日)

匿
し

先
ヅ
は

間二
ず
ベ
し

布
施
主。
(
東
大
本
大
智
度
論
天
安
点
八
一

日一
3)

宜
シ

為ニ
供
養一(
す)
ベ
し 。

(
石
山
寺
本
大
智
度
論
初
期
点
(
三
種)
一
o

m一6)宜
し

速(か)
に

送レ(
り)
た

さド
国に0
(
石
山
寺
本
仏
説
太
子
須
陀
家
経
中
期

点

目一
閃)

な
ほ 、
東
大
寺
本
地
蔵
十
輪
経一冗
慶
点の
二
例

宜
応
ニ
速
摂予心
(
四

7一
辺
)

宜
応ニ
定
帰予
仏
(
同

7一
お)

の
「
宜」
を
「
宜トシ
テ」
と
読
み 、
「
他の
例
も
同
様に
取
り
扱
う
ζ
と
が

で
き
る」
と
し
て
ゐ
る
が 、
ζ
の
二
例
は
共に
読
み
方に
問
題
が
あ
っ
て 、

「{且ト
シ
テ」
と
読
め
る
か
ど
う
か
疑
は
し
く 、
仮
りに
さ
う
読
め
る
と
し
て

も 、
他の
シ
を
持つ
すべ
て
の
「
宜」
を
同
様に
「
宜トシ
テ」
と
読
ま
うと

い
ふ
の
は
無
理
な
話
で
あ
る 。
次に 、
「
須」
に
つ
い
て 、
東
大
寺
本百
法顕

幽
抄
古
点の
二
例、
「
事
須
出
定
散
心

中
死

也
(
事
須
は
定
を
出
て
散
心
の

中

に
は
死
(
す)
ベ
し)

」
「
故
事
須
結
集
(
故
(

に)
事
須
は
結
集
す
べ

し
ご

を
挙

げ 、
「
事
須」
を
「立回
読し
て
い
る
よ
う
で
あ
る」
と
し 、
従っ
て 、
「
文
徳
実

録の
例
も
音
読
し
た
もの
と
考え
る乙
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か」
と

あ
る
が 、
「
事」
に
は
音を
示
すヲコ
ト

点
が
あっ
て 、
ジ
と
音
読し
た
乙
と

が
知
ら
れ
る
が 、
「
須」
に
はハ
の
ヲコ
ト

点
が
あ
る
だ
け
で 、
車回
読し
た
か

ど
うか
わ
か
ら
ない 。
む
し
ろ
訓
読し
た
もの
と
見
て 、
「ジ 、
スベ
カ
ラ
ク

ハ」
と
読ん
で 、
「
ーース

ル
ノ
ガ
道
理
デ
アル 、
当
然デ
ア
ル」
の
意
味に

解
すべ
き
で
は
あ
る
まい
か 。
ま
し
て 、
と
れに
よっ
て
文
徳
実
録の
「
事
須

波」
(斉
衡一
年一一一
月)
も
同
様
音
読し
た
と
見るの
は 、
ζ
れ
ま
た
無
理

な
推読で
あ
ら
う 。
次に 、
「
当」
につ
い
て 、
再
読の
早い
例
と
し
て 、本

金田
は 、
小
林
博
士
が
指
摘さ
れ
た
京
大
本蘇
悉
地
鶏
羅
経
延
喜
点の
ほ
か 、
正

倉
院
本弁
中辺
論
天
暦
点・
東
大
寺
本百
法
顕
幽
抄
古
点の
例
を
引
き 、
「
当」

が
再
読さ
れ
る
の
は
中
期
以
後のζ
と
と
し
て
ゐ
る 。
「
当」
の
再
読
が一
般

化
す
る
の
は 、
確
かに
中
期に
入っ
て
か
らの乙
と
で
ある
が 、
初
期の
点
本

に
全
く
例
が
ない
わ
け
で
は
ない 。

凶
ん
キ
持エ(つ)
何(の)
等
キ

衣-
をヵ。
(
小
川
本
願
経
四
分
律
初
期
点
甲

u一m
1

5

今
凶-
K
布
現-
す 。
(
石
山
寺
本
大
智
皮
論
天
安
点二

88 

8 
3 

凶ニ
は
円K
証-
す 。

(
高
山
寺
本
弥
勅
上
生
経
賛
初
期
点(
朱)

点
当に
円
かに
証せ
む

おし
凶
七一ロレフ
細
な
2
t

起し
凶レ
杭
言レフ
危
な
2ャ 。

(
石
山
寺
本
総

伽
師
地
論
初
期
点
二
一

1一
m
l

m)

「
当」
をマ
サニ
||ベ
シ
と
再
読
す
ると
と
は 、
散
発
的
な
が
ら 、
す
でに

初
期に
始
まっ
て
ゐ
た
と
見て
い
い
で
は
ない
か 。
乙
の
程の
問
題は 、
今
後

新
しい
点
本
が
開
発さ
れ 、
その
言
語
が
解
明さ
れ
るに
速
れ
て 、
早い
例
が

次々
と
発
見さ
れ 、
上
限が
次
第に
逆
上る乙
とK
な
る
で
あ
ら
う 。
著
者

も 、
と
の
論
文の
後 、
初
期の
点
本に
再
読し
た
例の
あ
るζ
とに
気
付
か
れ

3一
2)

白
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た
と
見え 、
別の
個
所
で 、
「
再
読
字の
成
立
時
期は
平
安
中
期と
み
な
さ
れ

て
ゐ
る
が 、
平
安
初
期の
菩
薩
善
戒
経
古
点に
は 、
明
瞭
に
再
読
し
た
例
が
数

多
く

見
出
さ
れ
る」
(一
八
六
頁)
と
述べ
て
ゐ
ら
れ
る 。

第一
O
章は 、
まづ 、
小
川
本
新
釈
華
厳
経
音
義
私
記
に
見え
る
速
文の
取

り
扱
ひ
方
を
六
穫
に
分
類
し 、
次い
で 、
唐
経
雑
集
論
古
点・
西
大
寺
本
金
光

明
最
勝
王
経
古
点・
窓口
薩
善
戒
経
古
点
等
で 、
速
文
が
実
擦に
ど
の
や
う
に
読

ま
れ
て
ゐ
た
か
を
分
類
し 、
乙
れ
に
基
い
て 、
上
代
文
献に
見え
る
速
文
を
考

察
し 、
古
事
記
に
も
速
文の
訓
の
多い
乙
と
を
指
摘
し 、
冒
頭
の
「
天
地
初

発」
の
「
初
発」
も 、
連
文
と
し
て一
訓
を
与へ
るべ
き
で
あ
る
と
し 、
ハ
ジ

メ
と
読
ん
だ
宣
長の
士口
訓
に
返
るべ
き乙
と
を
論
じ
た
もの
で
あ
る 。
仏
典に

「
初
発」
を
「
究
覚」
に
対
立
させ 、
ハ
ジ
メ
の
意
味で
用
ゐ
た
多
く
の
例の

あ
る乙
と 、
嵯
峨
天
皇
震
翰
光
定
戒
牒に
も
同
じ
例
の
あ
る乙
と
な
ど
を
裏
付

け
と
し
た 、
手
固い
論
考
で
あ
る 。
本
書の
説
く
とこ
ろ 、
総
じ
て
速
文
論
が

基
礎
に
なっ
て
ゐ
る
観
が
あ
る
が 、
第一
O
章は 、
そ
の
中
で
最
も
連
文
論
に

徹
し
た
もの
で
あ
る 。

第一
二
章
は 、
仮
名の
「つ・
ツ」
の
字
源
につ
い
て 、
こ
れ
ま
で
提
出
さ

れ
た
諸
説
を
批
判
し 、
「つ」
は 、
「
闘」
の
「
門」
の
草
体
か
ら
発
生
し
た
も

の
と
結
論
し 、
「ツ」
は 、
と
れ
と
は
別
に
「
川」
を
字
源
に
想
定
し
な
が
ら 、

資
料
不
足
を
理
由
に
結
論
を
保
留
し
た
もの
で
あ
る 。
「つ」
が
「
都」
か
ら

出
た
と
す
る
宮
島
説は 、
本
書の
指
摘の
通
り 、
活
字
体に
禍
さ
れ
た
もの
で 、

筆
者
も
早
く
気
付い
て
ゐ
た
が 、
宮
島
氏の
生
前
に
指
摘
す
ると
と
を
控へ
て

ゐ
た 。

〔書評・紹介〕

以
上 、
本
蓄に
収
め
ら
れ
た
十
篇の
論
文につ
い
て 、
言
及
す
る
とζ
ろ 、

繁
簡よ
ろ
し
き
を
え
ず 、
正
鵠
を
失
す
る
もの
も
少
く
な
かっ
た
と
思
ふ
が 、

そ
れ
に
も
拘
ら
ず 、
本
蓄
が 、
た
だ
K
訓
点
語
学の
み
な
ら
ず 、
一
般
国
語
学

の
研
究
図
書
と
し
て 、
高い
価
値
を
持つ
もの
で
あ
るこ
と
は
疑
ひ
な
く 、
筆

者は 、
読
者
と
共に
そ
の
刊
行
を
喜び 、
さ
ら
に
本
蓄に
続
く
研
究
成
果の
発

表
を
期
待
し
て 、
と
の
稿
を
了
は
る 。

(
昭
和
五
十
四
年
四
月二
十五
日
発
行

九
八
O
O
円)

(
五
五
・

一

・
二
五)

桜
楓
社
刊
A
5

判
四
四
六
頁

||
大
谷
女
子
大
学
教
授
||
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